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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気プラグ差込み部に先端から挿入される内視鏡用電気プラグを設けたコネクタを備え
た電子内視鏡であって、
　前記内視鏡用電気プラグが、
　導電性の金属から成るプラグケースと、
　絶縁体から成り、前記プラグケースの後端付近の外周部を全周に渡って覆う絶縁部とを
備え、
　前記内視鏡用電気プラグの挿入方向から見たとき、前記絶縁部は、前記プラグケースの
外周よりも大きい外周を有し、かつ、前記コネクタのアウターケースよりも小さい
　電子内視鏡。
【請求項２】
　前記電気プラグ差込み部は、円筒形状を有する穴であり、
　前記プラグケースは、円筒形状を有し、前記電気プラグ差込み部の内周側に挿入され、
　前記電気プラグ差込み部は、開口部と、開口部よりも深い位置にある係合穴とを備え、
　前記開口部の直径は、前記係合穴の直径よりも大きく、
　前記内視鏡用電気プラグの挿入方向から見たとき、前記絶縁部の直径は、前記開口部の
直径よりも小さく、かつ前記係合穴の直径よりも大きい
　請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項３】
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　前記絶縁部は、前記プラグケースの後端が挿入される絶縁穴と、前記絶縁穴の周囲から
径方向外側に向かって延びる絶縁フランジとを備え、前記絶縁フランジの外周は、前記プ
ラグケースの外周よりも大きい
　請求項１又は２に記載の電子内視鏡。
【請求項４】
　前記プラグケースの後端が取り付けられるケース蓋をさらに備え、
　前記絶縁部は、前記プラグケースと前記ケース蓋との間に挟持される
　請求項１から３のいずれかに記載の電子内視鏡。
【請求項５】
　前記プラグケースは、円筒形状であって、前記プラグケースの後端付近から径方向に突
出するフランジを有し、
　前記絶縁部は、前記プラグケースの後端から前記フランジを覆う絶縁体から成る
　請求項１又は２に記載の電子内視鏡。
【請求項６】
　前記絶縁部は、前記プラグケースの後端が挿入される絶縁穴をさらに備え、
　前記プラグケースは、前記絶縁穴に挿入されるアウター挿入部と、前記アウター挿入部
の側面に設けられる平面であるカット面とを備え、
　前記絶縁穴は、内周面に設けられ、前記カット面と係合する係合面を備える請求項１か
ら５のいずれかに記載の電子内視鏡。
【請求項７】
　前記プラグケースは、その後端に、前記プラグケースの挿入方向に対して窪んだ凹部を
備え、
　前記絶縁部は、前記プラグケースの後端が挿入される絶縁穴と、前記絶縁穴の内周面か
ら前記絶縁穴の軸方向に突出する凸部とを備え、
　前記プラグケースと前記絶縁部とを組み合わせたとき、前記凸部が前記凹部に係合する
請求項１から５のいずれかに記載の電子内視鏡。
【請求項８】
　ビデオプロセッサが備える電気プラグ差込み部に先端から挿入される内視鏡用電気プラ
グであって、導電性の金属から成るプラグケースと、絶縁体から成り、前記プラグケース
の後端付近の外周部を全周に渡って覆う絶縁部とを備え、前記絶縁部は、前記プラグケー
スと、前記内視鏡用電気プラグを備えたコネクタのアウターケースとの間に設けられ、ま
た、前記内視鏡用電気プラグの挿入方向から見たとき、前記絶縁部は、前記プラグケース
の外周よりも大きい外周を有する内視鏡用電気プラグを備える電子内視鏡。
【請求項９】
  電気プラグ差込み部を備えるビデオプロセッサと、
  前記電気プラグ差込み部に先端から挿入される内視鏡用電気プラグを設けたコネクタを
備える電子内視鏡とを備え、
  前記内視鏡用電気プラグは、導電性の金属から成るプラグケースと、絶縁体から成り、
前記プラグケースの後端付近の外周部を全周に渡って覆う絶縁部とを備え、前記内視鏡用
電気プラグの挿入方向から見たとき、前記絶縁部は、前記プラグケースの外周よりも大き
い外周を有し、かつ、前記コネクタのアウターケースよりも小さい内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡をビデオプロセッサに接続する内視鏡用電気プラグに関する。
【背景技術】
【０００２】
　人体に挿入されて体内の画像を撮像する電子内視鏡と、電子内視鏡から画像を受信して
画像処理するビデオプロセッサとが知られている。電子内視鏡とビデオプロセッサとは、
内視鏡用電気プラグと電気プラグ差込み部とから成る内視鏡用コネクタによって接続され
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る。内視鏡用電気プラグは、導電性の金属から成るプラグケースを備え、プラグケースは
電気プラグ差込み部に挿入される（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－９５２６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、プラグケースが電気プラグ差込み部に完全に挿入されたとき、プラグケースの
一部が電気プラグ差込み部から外部に露出することがある。プラグケースの一部が外部に
露出する場合に外部からプラグケースに放電されると、プラグケースを介して、電子内視
鏡及びビデオプロセッサが備える電気部品に電気が流れ、電気部品が破損するおそれがあ
る。
【０００５】
　本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、外部からの放電を受ける可能性が
低い内視鏡用電気プラグを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願第１の発明による内視鏡用電気プラグは、電気プラグ差込み部に先端から挿入され
る内視鏡用電気プラグであって、導電性の金属から成るプラグケースと、絶縁体から成り
、プラグケースの後端付近の外周部を全周に渡って覆う絶縁部とを備え、内視鏡用電気プ
ラグの挿入方向から見たとき、絶縁部はプラグケースの外周よりも大きい外周を有するこ
とを特徴とする。
【０００７】
　電気プラグ差込み部は、円筒形状を有する穴であり、プラグケースは、円筒形状を有し
、電気プラグ差込み部の内周側に挿入され、電気プラグ差込み部は、開口部と、開口部よ
りも深い位置にある係合穴とを備え、開口部の直径は、係合穴の直径よりも大きく、内視
鏡用電気プラグの挿入方向から見たとき、絶縁部の直径は、開口部の直径よりも小さく、
かつ係合穴の直径よりも大きいことが好ましい。絶縁部が絶縁性能を確保する。
【０００８】
　絶縁部は、プラグケースの後端が挿入される絶縁穴と、絶縁穴の周囲から径方向外側に
向かって延びる絶縁フランジとを備え、絶縁フランジの外周は、プラグケースの外周より
も大きいことが好ましい。絶縁フランジが絶縁性能を確保する。
【０００９】
　プラグケースの後端が取り付けられるケース蓋をさらに備え、絶縁部は、プラグケース
とケース蓋との間に挟持されることが好ましい。絶縁部をプラグケースとケース蓋に対し
て固定できる。
【００１０】
　プラグケースは、円筒形状であって、プラグケースの後端付近から径方向に突出するフ
ランジを有し、絶縁部は、プラグケースの後端からフランジを覆う絶縁体から成るもので
あってもよい。絶縁体を塗布することで簡易に絶縁性能を向上できる。
【００１１】
　絶縁部は、プラグケースの後端が挿入される絶縁穴をさらに備え、プラグケースは、絶
縁穴に挿入されるアウター挿入部と、アウター挿入部の側面に設けられる平面であるカッ
ト面とを備え、絶縁穴は、内周面に設けられ、カット面と係合する係合面を備えることが
好ましい。プラグケースが絶縁部に対して回転することを防止できる。
【００１２】
　プラグケースは、その後端に、プラグケースの挿入方向に対して窪んだ凹部を備え、絶
縁部は、プラグケースの後端が挿入される絶縁穴と、絶縁穴の内周面から絶縁穴の軸方向
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に突出する凸部とを備え、プラグケースと絶縁部とを組み合わせたとき、凸部が凹部に係
合してもよい。プラグケースが絶縁部に対して回転することを防止できる。
【００１３】
　本願第２の発明による電子内視鏡は、ビデオプロセッサが備える電気プラグ差込み部に
先端から挿入される内視鏡用電気プラグであって、導電性の金属から成るプラグケースと
、絶縁体から成り、プラグケースの後端付近の外周部を全周に渡って覆う絶縁部とを備え
、内視鏡用電気プラグの挿入方向から見たとき、絶縁部はプラグケースの外周よりも大き
い外周を有する内視鏡用電気プラグを備えることを特徴とする。
【００１４】
　本願第３の発明による内視鏡装置は、電気プラグ差込み部を備えるビデオプロセッサと
、電気プラグ差込み部に先端から挿入される内視鏡用電気プラグを備える電子内視鏡とを
備え、内視鏡用電気プラグは、導電性の金属から成るプラグケースと、絶縁体から成り、
プラグケースの後端付近の外周部を全周に渡って覆う絶縁部とを備え、内視鏡用電気プラ
グの挿入方向から見たとき、絶縁部はプラグケースの外周よりも大きい外周を有すること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、外部からの放電を受ける可能性が低い内視鏡用電気プラグを得る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】第１の実施形態による第１の内視鏡用電気プラグを備える内視鏡の外観を概略的
に示した図である。
【図２】第１のプラグケースの背面斜視図である。
【図３】第１の絶縁部の正面斜視図である。
【図４】第１の絶縁部の背面斜視図である。
【図５】ケース蓋の正面斜視図である。
【図６】第１のプラグケース、第１の絶縁部、及びケース蓋を第１のプラグケースの軸方
向外側から見た正面図である。
【図７】図６のVII－VII線における、電気プラグ差込み部に挿入された第１の内視鏡用電
気プラグの端面図である。
【図８】図６のVIII－VIII線における第１の内視鏡用電気プラグの端面図である。
【図９】第２のプラグケースの背面斜視図である。
【図１０】第２の絶縁部の正面斜視図である。
【図１１】第２の絶縁部の背面斜視図である。
【図１２】第２のプラグケース、第２の絶縁部、及びケース蓋を第２のプラグケースの軸
方向外側から見た正面図である。
【図１３】図１２のXIII－XIII線における第２の内視鏡用電気プラグの端面図である。
【図１４】電気プラグ差込み部に挿入された第３の内視鏡用電気プラグの端面図である。
【図１５】電気プラグ差込み部に挿入された第４の内視鏡用電気プラグの端面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の第１の実施形態による第１の内視鏡用電気プラグ１００を備える内視鏡
装置１０について説明する。
【００１８】
　内視鏡装置１０は、電子内視鏡１１とビデオプロセッサ１２とを備える。
【００１９】
　電子内視鏡１１は、挿入部１３と、把持部１４と、接続ケーブル１５と、コネクタ１６
とを主に備える。
【００２０】
　挿入部１３は、先端部に図示しない撮像素子を備え、人体の内部に挿入される。撮像素



(5) JP 6289137 B2 2018.3.7

10

20

30

40

50

子は、観察対象物を撮像して、画像信号を出力する。把持部１４は、複数のスイッチ等を
備え、使用時にユーザによって把持される。複数のスイッチは、ユーザの操作によって操
作信号を出力する。接続ケーブル１５は、把持部１４とコネクタ１６とを電気的かつ光学
的に接続する。
【００２１】
　コネクタ１６は、図示しない基板を格納するアウターケース１１０と、第１の内視鏡用
電気プラグ１００と、ライトガイドプラグ１７とを主に備える。基板は、撮像素子及び複
数のスイッチから画像信号及び操作信号を受信し、所定の処理を行って第１の内視鏡用電
気プラグ１００に出力する。アウターケース１１０の開口は、ケース蓋１１１によって塞
がれる。
【００２２】
　第１の内視鏡用電気プラグ１００は、導電性の金属から成る第１のプラグケース１２０
と、第１の絶縁部１３０とを主に備える。第１のプラグケース１２０の内部には、複数の
電極が取り付けられ、複数の電極を介して電子内視鏡１１とビデオプロセッサ１２とが電
気的に接続される。詳細については後述される。
【００２３】
　ライトガイドプラグ１７は、光ファイバを備え、電子内視鏡１１とビデオプロセッサ１
２とを光学的に接続し、ビデオプロセッサ１２が生成した照明光を受光し、電子内視鏡１
１が備える図示しないライトガイドファイバに伝達する。ライトガイドファイバは、照明
光を挿入部１３の先端まで伝達し、観察対象物に向けて出射する。
【００２４】
　ビデオプロセッサ１２は、電気プラグ差込み部２０と、ライトガイド差込み部１８とを
主に備える。電気プラグ差込み部２０は、円筒形状を有する穴であり、複数の電極を備え
、第１の内視鏡用電気プラグ１００を受容可能である。ライトガイド差込み部１８は、ラ
イトガイドプラグ１７を受容可能であって、ライトガイドプラグ１７に照明光を伝達する
。
【００２５】
　ビデオプロセッサ１２は、第１の内視鏡用電気プラグ１００及び電気プラグ差込み部２
０を介して電子内視鏡１１から画像信号及び操作信号を受信し、所定の処理を行う。第１
の内視鏡用電気プラグ１００を電気プラグ差込み部２０に挿入する方向が、第１のプラグ
ケース１２０の挿入方向である。
【００２６】
　次に、図２から８を用いて第１の内視鏡用電気プラグ１００について説明する。まず、
図２を用いて、第１のプラグケース１２０について説明する。図２は、第１のプラグケー
ス１２０を背面から見た図である。
【００２７】
　第１のプラグケース１２０は、導電性の金属から成り、円筒形のプラグシリンダ１２１
と、円筒形の第１のアウター挿入部１２２と、凹部である２つのキー溝１２３と、２つの
ガイドピン１２４を主に備える。
【００２８】
　プラグシリンダ１２１の先端は、円形の開口を成し、後端は、ドーナツ形の板である後
端板１２５により塞がれる。
【００２９】
　第１のアウター挿入部１２２は、後端板１２５と接続される後端部から他方の先端部ま
で、段階的に外径が減少する。他方、第１のアウター挿入部１２２の内径は一定である。
第１のアウター挿入部１２２は、後端板１２５の内周面と、第１のアウター挿入部１２２
の内周面とが一致するように、また、プラグシリンダ１２１と第１のアウター挿入部１２
２の軸が一致するようにプラグシリンダ１２１と接続される。
【００３０】
　２つのキー溝１２３は、プラグシリンダ１２１の軸方向に後端板１２５を抉ることによ
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り形成され、プラグシリンダ１２１の軸に対して対称となる位置に設けられる。すなわち
、キー溝１２３は、第１のプラグケース１２０の挿入方向に対して窪む。
【００３１】
　２つのガイドピン１２４は、プラグシリンダ１２１の側面においてプラグシリンダ１２
１の軸に対して対称となる位置から、径方向に突出する。
【００３２】
　次に、図３及び４を用いて第１の絶縁部１３０について説明する。図３は、第１の絶縁
部１３０を正面上方から見た図であり、図４は、第１の絶縁部１３０を背面上方から見た
図である。
【００３３】
　第１の絶縁部１３０は、電気絶縁性を有する樹脂、すなわち絶縁体から成り、円筒形の
絶縁シリンダ１３１と、絶縁フランジ１３２と、凸部であるキー１３３と、２つの円孔１
３４とを主に備える。
【００３４】
　絶縁シリンダ１３１は、内部に第１の絶縁穴１３６を備える。絶縁フランジ１３２は、
絶縁シリンダ１３１の外周の一部、すなわち正面側端面１３７寄りの外周から径方向に突
出する。
【００３５】
　第１の絶縁穴１３６の内周面は、絶縁シリンダ１３１の背側端面１３５から正面側端面
１３７に向けて、階段状に直径が広げられる。第１の絶縁穴１３６において最も小さい直
径、絶縁シリンダ１３１の背側端面１３５における第１の絶縁穴１３６の直径は、第１の
アウター挿入部１２２において最も短い外直径よりも僅かに長い。また、第１の絶縁穴１
３６において最も大きい直径、絶縁シリンダ１３１の正面側端面１３７における第１の絶
縁穴１３６の直径は、プラグシリンダ１２１の外周の直径よりも僅かに長い。
【００３６】
　第１の絶縁穴１３６の正面側端面１３７寄りの内周面には、２つのキー１３３が絶縁シ
リンダ１３１の軸に対して対称となる位置に設けられる。キー１３３は、第１の絶縁穴１
３６の内周面から径方向内側に向けて突出するとともに、絶縁シリンダ１３１の軸方向に
向けて突出する。キー１３３が第１の絶縁穴１３６の内周面から径方向内側に向けて突出
する長さは、キー溝１２３がプラグシリンダ１２１の径方向に抉られた長さよりも僅かに
短く、キー１３３が絶縁シリンダ１３１の軸方向に向けて突出する長さは、キー溝１２３
がプラグシリンダ１２１の軸方向に抉られた長さよりも僅かに短い。
【００３７】
　２つの円孔１３４は、絶縁シリンダ１３１の背側端面１３５に形成される有底円筒状の
穴であって、２つの円孔１３４が絶縁シリンダ１３１の軸に対して対称となる位置に設け
られる。円孔１３４の軸は、絶縁シリンダ１３１の軸と平行になるように延びる。
【００３８】
　次に、図５を用いてケース蓋１１１について説明する。ケース蓋１１１は、蓋部１４１
と、係合部１４２とを主に備える。
【００３９】
　蓋部１４１は、略直方体の板状であって、角部が曲面で構成された外周形状を有する。
蓋部１４１には、係合部１４２が設けられる。
【００４０】
　係合部１４２は、アウター受け穴１４３と、係合ガイド１４４と、２つの係合突起１４
５とを主に備える。アウター受け穴１４３は、蓋部１４１の厚さ方向に貫通して開口する
円筒状の穴であって、蓋部１４１の背側から正面側１４６に向けて、階段状に直径が広げ
られる。係合ガイド１４４は、円環形状を有し、その軸がアウター受け穴１４３の軸と一
致するように、蓋部１４１から突出する。係合ガイド１４４の内周面の直径は、アウター
受け穴１４３の内周面の直径よりも長い。２つの係合突起１４５は、円柱形状を有し、ア
ウター受け穴１４３の端面１４７においてアウター受け穴１４３の軸に対して対称となる
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位置から、アウター受け穴１４３の軸と平行に突出する。
【００４１】
　次に、図６から８を用いて、ケース蓋１１１に取り付けられた第１のプラグケース１２
０及び第１の絶縁部１３０について説明する。図６は、第１のプラグケース１２０、第１
の絶縁部１３０、及びケース蓋１１１を第１のプラグケース１２０の軸方向外側から見た
正面図であり、図７は、電気プラグ差込み部２０に挿入された第１の内視鏡用電気プラグ
１００を示した端面図であり、図８は、第１の内視鏡用電気プラグ１００を示した端面図
である。
【００４２】
　まず、図６から８を参照して、第１のプラグケース１２０及びアウターケース１１０の
内部について説明する。第１のプラグケース１２０の内部には、複数のオス端子１５１と
、ハーネス１５２とが主に格納され、アウターケース１１０の内部には、金属フレーム１
５３が格納される。
【００４３】
　第１のプラグケース１２０を軸方向から見たとき、複数のオス端子１５１は、複数の円
を成すように並べられる（図６参照）。
【００４４】
　ハーネス１５２は、図示しない複数の電線を備え、複数の電線は、複数のオス端子１５
１と電気的に接続される。
【００４５】
　金属フレーム１５３は、第１のプラグケース１２０と電気的に接続されるとともに、接
地される。基板１５４が金属フレーム１５３に固定される。
【００４６】
　次に、図７及び８を用いて、第１のプラグケース１２０、第１の絶縁部１３０、ケース
蓋１１１、及びアウターケース１１０を組み立てた状態について説明する。
【００４７】
　第１のアウター挿入部１２２が第１の絶縁穴１３６及びアウター受け穴１４３に挿入さ
れ、ケース蓋１１１の裏面から突出する。第１のアウター挿入部１２２の先端外周には、
雄ネジが切られている。この雄ネジ部分は、ナット１５５と螺合する。アウター受け穴１
４３の外周の全周には、弾性部材から成る絶縁リング１５７が取り付けられる。ナット１
５５を締め込むと、まず絶縁リング１５７と接触する。更にナット１５５を締め込むと、
ナット１５５が絶縁リング１５７を軸方向に移動させながら絶縁リング１５７を金属フレ
ーム１５３に接触させる。そして更にナット１５５を締めこむと、絶縁リング１５７が弾
性変形して、後端板１２５とケース蓋１１１の正面との間に、第１の絶縁部１３０が挟ま
れ、固定される。これにより、第１のプラグケース１２０、第１の絶縁部１３０、及びケ
ース蓋１１１が軸方向に対して固定される。
【００４８】
　２つのキー溝１２３は２つのキー１３３と各々嵌合する（図７参照）。これにより、第
１のプラグケース１２０は第１の絶縁部１３０に対して回転しない。また、２つの係合突
起１４５は２つの円孔１３４と各々嵌合する（図８参照）。これにより、第１の絶縁部１
３０はケース蓋１１１に対して回転しない。キー溝１２３、キー１３３、係合突起１４５
、及び円孔１３４により、第１のプラグケース１２０、第１の絶縁部１３０、及びケース
蓋１１１が径方向に対して固定される。
【００４９】
　ケース蓋１１１は、アウターケース１１０の開口を覆うようにアウターケース１１０に
取り付けられ、図示しないねじ等で固定される。
【００５０】
　第１の絶縁部１３０と第１のアウター挿入部１２２との間、第１の絶縁部１３０とケー
ス蓋１１１との間、及びケース蓋１１１とアウターケース１１０との間には、それぞれＯ
リング１５６が設けられ、第１の内視鏡用電気プラグ１００内部の気密性を保持する。
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【００５１】
　図７及び８を参照して、電気プラグ差込み部２０について説明する。電気プラグ差込み
部２０は、その開口端に設けられる円筒形の開口部２１と、開口部２１よりも深い位置に
ある円筒形の係合穴２２とを備える。開口部２１の直径は、係合穴２２の直径よりも大き
い。また、第１の絶縁部１３０の直径は、開口部２１の直径よりも小さく、かつ係合穴２
２の直径よりも大きい。
【００５２】
　図７を参照して、第１の内視鏡用電気プラグ１００を電気プラグ差込み部２０に挿入し
た状態について説明する。
【００５３】
　第１の内視鏡用電気プラグ１００を電気プラグ差込み部２０に挿入すると、図示しない
メス端子とオス端子１５１とが接触する。そして、２つのガイドピン１２４が、電気プラ
グ差込み部２０の内周に設けられる図示しないスリットと係合して、第１の内視鏡用電気
プラグ１００を電気プラグ差込み部２０に対して固定する。
【００５４】
　前述のように、第１の内視鏡用電気プラグ１００の挿入方向から見たとき、絶縁部の直
径は、開口部２１の直径よりも小さく、かつ係合穴の直径よりも大きいため、第１の内視
鏡用電気プラグ１００が電気プラグ差込み部２０に挿入された状態では、第１のプラグケ
ース１２０は、電気プラグ差込み部２０の内部に完全に収容され、外部から隔離される。
これにより、第１の内視鏡用電気プラグ１００及び電気プラグ差込み部２０の外部で生じ
た放電が、第１のプラグケース１２０に流れることがなく、ＥＭＣに関する規格ＩＥＣ６
０６０１－１－２　第４版に規定される絶縁性を保持する。
【００５５】
　本実施形態によれば、外部からの放電を受ける可能性が低い第１の内視鏡用電気プラグ
１００を得る。
【００５６】
　また、第１のプラグケース１２０の軸方向に対する第１の絶縁部１３０及びケース蓋１
１１の厚さを適切に決定すれば、既存の電気プラグ差込み部２０に第１の内視鏡用電気プ
ラグ１００を挿入及び固定することができる。これにより、既存の電気プラグ差込み部２
０を使用しながら、絶縁性を確保することができる。
【００５７】
　また、第１の絶縁部１３０とケース蓋１１１とを別個の部品として成型できるため、成
型が容易である。
【００５８】
　次に、図９から１３を用いて、第２の実施形態による第２の内視鏡用電気プラグ２００
について説明する。第１の実施形態と同様の構成については、同じ符号を付して説明を省
略する。第２の内視鏡用電気プラグ２００は、第２のプラグケース２２０及び第２の絶縁
部２３０の構成が第１の実施形態と異なる。よって、第２のプラグケース２２０及び第２
の絶縁部２３０について主に説明する。
【００５９】
　第２の内視鏡用電気プラグ２００は、導電性の金属から成る第２のプラグケース２２０
と、第２の絶縁部２３０とを主に備える。
【００６０】
　図９を用いて第２のプラグケース２２０について説明する。図９は、第２のプラグケー
ス２２０を背面から見た図である。
【００６１】
　第２のプラグケース２２０は、導電性の金属から成り、プラグシリンダ１２１と、円筒
形の第２のアウター挿入部２２２と、カット面２２３ｂと、接続面２２３ａ及び２２３ｃ
と、２つのガイドピン１２４を主に備える。
【００６２】
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　第２のアウター挿入部２２２の外径は、後端板１２５と接続される後端部から他方の先
端部２２４まで、段階的に減少する。他方、第２のアウター挿入部２２２の内径は一定で
ある。第２のアウター挿入部２２２は、後端板１２５の内周面と、第２のアウター挿入部
２２２の内周面とが一致するように、また、プラグシリンダ１２１と第２のアウター挿入
部２２２の軸が一致するようにプラグシリンダ１２１と接続される。
【００６３】
　カット面２２３ｂ並びに接続面２２３ａ及び２２３ｃは、第２のプラグケース２２０の
軸と平行な平面であって、第２のアウター挿入部２２２の側面を切断したような形状を有
し、第２のアウター挿入部２２２において、先端部２２４の外直径よりも一段階長い外直
径を有する中段部２２５に設けられる。
【００６４】
　カット面２２３ｂは長方形の平面である。接続面２２３ａ及び２２３ｃは曲面である。
接続面２２３ａ及び２２３ｃの長辺の長さは互いに等しく、カット面２２３ｂの長辺の長
さよりも短い。カット面２２３ｂ並びに接続面２２３ａ及び２２３ｃの端辺の長さは互い
に等しい。
【００６５】
　カット面２２３ｂ並びに接続面２２３ａ及び２２３ｃと同様の形状を有する面が、第２
のプラグケース２２０の軸に対して対称となる位置に設けられる。すなわち、第２のプラ
グケース２２０は、計２つのカット面を有する。
【００６６】
　次に、図１０及び１１を用いて第２の絶縁部２３０について説明する。図１０は、第２
の絶縁部２３０を正面上方から見た図であり、図１１は、第１の絶縁部１３０を背面上方
から見た図である。
【００６７】
　第２の絶縁部２３０は、電気絶縁性を有する樹脂から成り、円筒形の絶縁シリンダ１３
１と、絶縁フランジ１３２と、係合面２３３ｂと、接続面２３３ａ及び２３３ｃと、２つ
の円孔１３４とを主に備える。
【００６８】
　絶縁シリンダ１３１は、内部に第２の絶縁穴２３６を備える。絶縁フランジ１３２は、
絶縁シリンダ１３１の外周の一部、すなわち正面側端面１３７寄りの外周から径方向に突
出する。
【００６９】
　第２の絶縁穴２３６の内周面は、背側端面１３５から正面側端面１３７に向けて段階的
に増加する。すなわち、第２の絶縁穴２３６の内周面において、絶縁シリンダ１３１の背
側端面１３５に近接する部分の直径は、正面側端面１３７に近接する部分の直径よりも短
い。
【００７０】
　また、絶縁シリンダ１３１の背側端面１３５に近接する部分の直径は、第２のアウター
挿入部２２２の先端部２２４の外周の直径よりも僅かに長く、正面側端面１３７に近接す
る部分の直径は、後端板１２５と接続される端部の外周の直径よりも僅かに長い。
【００７１】
　第２の絶縁穴２３６の背側端面１３５寄りの内周面には、係合面２３３ｂが設けられる
。２つの係合面２３３ｂは、第２の絶縁穴２３６の軸に対して平行な面から成る直方形で
あって、第２の絶縁穴２３６の内周面から径方向内側に向けて突出する弧状の部材の先端
に形成される。２つの係合面２３３ｂは、同様の形状であって、第２の絶縁穴２３６の軸
に対して対称となる位置に設けられる。すなわち、第２の絶縁部２３０は、合計２つの係
合面を有する。２つの係合面２３３ｂの距離は、対称となるカット面どうしの距離よりも
各々僅かに長い。より詳しく説明すると、係合面２３３ｂと係合面２３３ｂとの距離は、
カット面２２３ｂとカット面２２３ｂとの距離よりも僅かに長い。第２の絶縁穴２３６と
係合面２３３ｂとは、接続面２３３ａ及び２３３ｃによって接続される。
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【００７２】
　次に、図１２及び１３を用いて、第２のプラグケース２２０、第２の絶縁部２３０、ケ
ース蓋１１１、及びアウターケース１１０を組み立てた状態について説明する。図１２は
、第２のプラグケース２２０、第２の絶縁部２３０、及びケース蓋１１１を第２のプラグ
ケース２２０の軸方向外側から見た正面図であり、図１３は、第２の内視鏡用電気プラグ
２００を示した端面図である。
【００７３】
　第２のアウター挿入部２２２が第２の絶縁穴２３６及びアウター受け穴１４３に挿入さ
れ、ケース蓋１１１の裏面から突出する。このとき、カット面２２３ｂが係合面２３３ｂ
と係合する。第２のアウター挿入部２２２の後端外周には、雄ネジが切られている。この
雄ネジ部分は、ナット１５５と螺合する。ナット１５５がケース蓋１１１の裏面に接触す
るまで締め込むと、後端板１２５とケース蓋１１１の正面との間に、第２の絶縁部２３０
が挟まれ、固定される。これにより、第２のプラグケース２２０、第２の絶縁部２３０、
及びケース蓋１１１が軸方向に対して固定される。
【００７４】
　カット面２２３ｂが係合面２３３ｂと各々嵌合することにより、第２のプラグケース２
２０は第２の絶縁部２３０に対して回転しない。また、第１の実施形態と同様に、２つの
係合突起１４５は２つの円孔１３４と各々嵌合する。これにより、第２の絶縁部２３０は
ケース蓋１１１に対して回転しない。カット面２２３ｂ、係合面２３３ｂ、係合突起１４
５、及び円孔１３４により、第２のプラグケース２２０と第２の絶縁部２３０とケース蓋
１１１とが径方向に対して固定される。
【００７５】
　本実施形態によれば、第１の実施形態と同様の効果を得る。
【００７６】
　次に、図１４を用いて、第３の実施形態による第３の内視鏡用電気プラグ３００につい
て説明する。第１及び第２の実施形態と同様の構成については、同じ符号を付して説明を
省略する。図１４は、図７と同じ場所で第３の内視鏡用電気プラグ３００及び電気プラグ
差込み部２０を切断して成る端面図である。第３の内視鏡用電気プラグ３００は、第３の
プラグケース３２０及び第３の絶縁部３３０の構成が第１及び第２の実施形態と異なる。
よって、第３のプラグケース３２０及び第３の絶縁部３３０について主に説明する。
【００７７】
　第３のプラグケース３２０は、導電性の金属から成り、円筒形のプラグシリンダ１２１
と、円筒形の第３のアウター挿入部３２２とを主に備える。
【００７８】
　プラグシリンダ１２１の先端は、円形の開口を成し、後端は、ドーナツ形の板である後
端板１２５により塞がれる。プラグシリンダ１２１の後端には、シリンダフランジ３２６
が設けられる。シリンダフランジ３２６は、プラグシリンダ１２１の外周全周に渡って設
けられる。シリンダフランジ３２６は、全周に渡って径方向に対する深さを持つＯリング
溝３２７を有する。Ｏリング溝３２７にはＯリング３２８が取り付けられる。シリンダフ
ランジ３２６がプラグシリンダ１２１から突出する長さは、Ｏリング３２８の直径と略同
じである。
【００７９】
　第３のアウター挿入部３２２は、後端板１２５と接続される後端部から他方の先端部ま
で同じ外径を有する。また、第３のアウター挿入部３２２の内径は一定である。第３のア
ウター挿入部３２２は、後端板１２５の内周面と、第３のアウター挿入部３２２の内周面
とが一致するように、また、プラグシリンダ１２１と第３のアウター挿入部３２２の軸が
一致するようにプラグシリンダ１２１と接続される。
【００８０】
　なお、２つのキー溝１２３がプラグシリンダ１２１に設けられる。キー溝１２３の構成
は、第１の実施形態と同様であるため、説明を省略する。
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【００８１】
　次に、第３の絶縁部３３０について説明する。第３の絶縁部３３０は、第１の絶縁部１
３０とケース蓋１１１とを一体化したものに近い形状を有する。
【００８２】
　第３の絶縁部３３０は、電気絶縁性を有する樹脂から成り、円筒形の第３の絶縁シリン
ダ３３１と、絶縁環３３２と、蓋部１４１とを主に備える。
【００８３】
　第３の絶縁シリンダ３３１は、内部に第３の絶縁穴３３６を備える。絶縁環３３２は、
第３の絶縁シリンダ３３１の外周から、第３の絶縁シリンダ３３１の軸方向に突出する。
絶縁環３３２が突出する方向に沿って、かつ第３の絶縁部３３０の全周に渡って、ボイド
３２９が設けられる。
【００８４】
　第３の絶縁穴３３６の内周面は、第３の絶縁シリンダ３３１の全長に渡って一定である
。なお、第３の絶縁穴３３６の内周面には、２つのキー１３３が設けられる。キー１３３
の構成は、第１の実施形態と同様であるため、説明を省略する。
【００８５】
　蓋部１４１は、略直方体の板状であって、角部が曲面で構成された外周形状を有する。
【００８６】
　次に、アウターケース１１０に取り付けられた第３のプラグケース３２０及び第３の絶
縁部３３０について説明する。
【００８７】
　第３のアウター挿入部３２２が第３の絶縁穴３３６に挿入され、第３の絶縁部３３０と
ともに、ケース蓋１１１の裏面から突出する。第３のアウター挿入部３２２の先端外周に
は、雄ネジが切られている。この雄ネジ部分は、ナット１５５と螺合する。第３の絶縁穴
３３６の外周の全周には、弾性部材から成る絶縁リング１５７が取り付けられる。ナット
１５５を締め込むと、まず絶縁リング１５７と接触する。更にナット１５５を締め込むと
、ナット１５５が絶縁リング１５７を軸方向に移動させながら絶縁リング１５７を金属フ
レーム１５３に接触させる。そして更にナット１５５を締めこむと、絶縁リング１５７が
弾性変形して、後端板１２５とナット１５５との間に第３の絶縁部３３０が挟まれ、固定
される。これにより、第３のプラグケース３２０、第３の絶縁部３３０、及びケース蓋１
１１が軸方向に対して固定される。
【００８８】
　第３のアウター挿入部３２２が第３の絶縁穴３３６に完全に挿入されたとき、シリンダ
フランジ３２６の外周と絶縁環３３２の内周とが接触する。第３のアウター挿入部３２２
の軸方向に対する絶縁環３３２の長さは、軸方向に対してシリンダフランジ３２６全体と
接触するに十分な長さである。シリンダフランジ３２６の外周と絶縁環３３２の内周とに
Ｏリング３２８が接触し、内視鏡用電気プラグ内部の気密性を保持する。また、第３のア
ウター挿入部３２２が第３の絶縁穴３３６に完全に挿入されたとき、ボイド３２９は僅か
に変形して、シリンダフランジ３２６と絶縁環３３２とを密着させる。
【００８９】
　本実施形態によれば、第１の実施形態と同様の効果を得る。また、他の実施形態と比較
して、ケース蓋１１１を省き、かつＯリングを使用する数を減らすことができる。
【００９０】
　次に、図１５を用いて、第４の実施形態による第４の内視鏡用電気プラグ４００につい
て説明する。第１から第３の実施形態と同様の構成については、同じ符号を付して説明を
省略する。図１５は、図７と同じ場所で第４の内視鏡用電気プラグ４００及び電気プラグ
差込み部２０を切断して成る端面図である。第４の内視鏡用電気プラグ４００は、第４の
プラグケース４２０及び第４の絶縁部４３０の構成が第１から第３の実施形態と異なる。
よって、第４のプラグケース４２０及び第４の絶縁部４３０について主に説明する。
【００９１】
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　第４のプラグケース４２０は、導電性の金属から成り、円筒形のプラグシリンダ１２１
と、円筒形の第４のアウター挿入部４２２とを主に備える。
【００９２】
　プラグシリンダ１２１の先端は、円形の開口を成し、後端は、ドーナツ形の板である後
端板１２５により塞がれる。プラグシリンダ１２１の後端には、第４のシリンダフランジ
４２６が径方向に突出して設けられる。第４のシリンダフランジ４２６は、プラグシリン
ダ１２１の外周全周に渡って設けられる。
【００９３】
　第４のアウター挿入部４２２は、後端板１２５と接続される後端部から他方の先端部ま
で同じ外径及び内径を有し、後端板１２５の内周面と、第４のアウター挿入部４２２の内
周面とが一致するように、また、プラグシリンダ１２１と第４のアウター挿入部４２２の
軸が一致するようにプラグシリンダ１２１と接続される。
【００９４】
　なお、図示しない２つの円孔１３４がプラグシリンダ１２１に設けられる。円孔１３４
の構成は、第１の実施形態と同様であるため、説明を省略する。
【００９５】
　次に、第４の絶縁部４３０について説明する。第４の絶縁部４３０は、電気絶縁性を有
する樹脂から成り、第４のシリンダフランジ４２６と係合ガイド１４４とを完全に覆うよ
うに塗布される。第４の絶縁部４３０は、マイクロメートルのオーダーで塗布される。
【００９６】
　次に、アウターケース１１０に取り付けられた第４のプラグケース４２０及び第４の絶
縁部４３０について説明する。
【００９７】
　第４のアウター挿入部４２２がアウター受け穴１４３に挿入され、ケース蓋１１１の裏
面から突出する。第４のアウター挿入部４２２の先端外周には、雄ネジが切られている。
この雄ネジ部分は、ナット１５５と螺合する。ナット１５５がケース蓋１１１の裏面に接
触するまで締め込むと、ケース蓋１１１に第４のプラグケース４２０が固定される。これ
により、第４のプラグケース４２０及びケース蓋１１１が軸方向に対して固定される。
【００９８】
　第４のアウター挿入部４２２とケース蓋１１１との間、及びケース蓋１１１とアウター
ケース１１０との間には、それぞれＯリング１５６が設けられ、第４の内視鏡用電気プラ
グ４００内部の気密性を保持する。
【００９９】
　本実施形態によれば、第１の実施形態と同様の効果を得る。また、塗布するだけで、絶
縁性能を確保することができる。
【０１００】
　なお、キー溝１２３又はカット面２２３ｂは、説明した実施形態だけでなく、他の実施
形態において用いられてもよい。
【符号の説明】
【０１０１】
　１０　内視鏡装置
　１１　電子内視鏡
　１２　ビデオプロセッサ
　１３　挿入部
　１４　把持部
　１５　接続ケーブル
　１６　コネクタ
　１７　ライトガイドプラグ
　１８　ライトガイド差込み部
　２０　電気プラグ差込み部
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　１００　第１の内視鏡用電気プラグ
　１１０　アウターケース
　１１１　ケース蓋
　１２０　第１のプラグケース
　１２１　プラグシリンダ
　１２２　第１のアウター挿入部
　１２３　キー溝
　１２４　ガイドピン
　１２５　後端板
　１３０　第１の絶縁部
　１３１　絶縁シリンダ
　１３２　絶縁フランジ
　１３３　キー
　１３４　円孔
　１３５　背側端面
　１３６　第１の絶縁穴
　１３７　正面側端面
　１４１　蓋部
　１４２　係合部
　１４３　アウター受け穴
　１４４　係合ガイド
　１４５　係合突起
　１４６　正面側
　１４７　端面
　１５１　オス端子
　１５２　ハーネス
　１５３　金属フレーム
　１５４　基板
　１５５　ナット
　１５６　Ｏリング
　１５７　絶縁リング
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